
クリストフ・ヴィリバルト・グルック                              

（Christoph Willibald Gluck, 1714 年 - 1787 年）は、オペラ改革を主導した作曲家とし

て知られ、オペラに新しい表現をもたらしました。グルックは、従来のバロック・オペラ

の形式的な制約を取り払い、音楽とドラマをより一体化させることを目指しました。

彼のオペラは、古典派音楽の先駆けともいえる要素を持ち、後の作曲家たちに多

大な影響を与えました。 

《オルフェオとエウリディーチェ》 (Orfeo ed Euridice, 1762 年) 

• 概要: グルックの最も有名なオペラであり、彼のオペラ改革の象徴的作品で

す。この作品は、古代ギリシャ神話のオルフェウスとその妻エウリディケの物語を

題材としています。 

• 改革の要点: グルックは、当時のオペラにありがちな無駄な装飾や華やかさを

排除し、音楽をドラマに直接奉仕させることを目指しました。アリアとレチタティー 

ヴォ（語りのような部分）をより自然に繋げ、物語の流れが途切れないように工夫

しています。 

• 音楽的特徴: 歌詞の意味を強調し、登場人物の感情を音楽で表現することに

焦点を当てています。「精霊の踊り」など、劇の進行を助けるバレエ音楽も効果

的に使われています。 

• 評価: 《オルフェオとエウリディーチェ》はグルックのオペラ改革の成功例であり、

オペラ史に残る重要な作品となりました。 

《アルチェステ》 (Alceste, 1767 年) 

• 概要: ギリシャ神話に基づくこの作品は、テッサリアの王アドメートスの妻アルチェ

ステが、夫の命を救うために自らの命を犠牲にする物語です。 

• 改革の要点: このオペラでグルックは、「音楽は詩（台詞）に従属すべき」という

美学を追求し、アリアが物語の進行を妨げることを避けました。また、合唱が物

語に深く関わるようにし、劇の一体感を高めています。 

• 音楽的特徴: 物語の感情的なクライマックスを強調するために、音楽はより緊

密に展開され、豪華な装飾よりも劇的な表現が重視されました。アルチェステの

犠牲と苦悩が特に深く描かれています。 



• 評価: この作品は、その高いドラマ性と感情的な深さにより、グルックの改革の

完成度を示しています。 

《イフィゲニアとタウリス》 (Iphigénie en Tauride, 1779 年) 

• 概要: ギリシャ神話に基づく物語で、トロイア戦争後のギリシャ王アガメムノンの

娘イフィゲニアが、トーリス（現代のクリミア）で捕虜となり、神に生け贄を捧げる巫

女として仕える様子を描いています。 

• 改革の要点: グルックの後期の作品で、彼のオペラ改革の集大成といえる作

品です。アリアの感情表現が深く、劇的な緊張感を常に保ちながら進行しま

す。また、登場人物の心理が音楽で細やかに描写されており、オペラのドラマ

性を高めています。 

• 音楽的特徴: オーケストラは登場人物の感情を強くサポートしており、劇的な瞬

間を音楽が補完しています。合唱も劇の進行に深く関与し、ドラマの一部として

扱われています。 

• 評価: この作品は、グルックのオペラ改革の究極的な成果とされ、同時代のオ

ペラに大きな影響を与えました。 

《イフィゲニアとアウリス》 (Iphigénie en Aulide, 1774 年) 

• 概要: ギリシャ神話のイフィゲニアを題材にしたもう一つの作品で、イフィゲニアが

父アガメムノンによって生け贄にされそうになる場面を描いています。 

• 改革の要点: この作品でもグルックの「音楽は詩に従うべき」という理念が強く反

映されています。装飾的な音楽よりも物語を進めるための音楽が中心です。 

• 音楽的特徴: 悲劇的な緊張感が全体を通して貫かれており、合唱も重要な役

割を果たしています。イフィゲニアと父親アガメムノンの葛藤が音楽的に表現され

ています。 

• 評価: 《イフィゲニアとアウリス》は、感情的な深さとドラマ性で高い評価を受けて

おり、グルックの成熟したスタイルを示す作品です。 

《パリーデとエレーナ》 (Paride ed Elena, 1770 年) 



• 概要: トロイア戦争の引き金となった、パリスとエレナの恋物語を描いた作品で

す。愛と運命のテーマが取り上げられています。 

• 改革の要点: 物語の進行を妨げる長いアリアの削減や、オーケストラと合唱の

効果的な使用によって、物語がより一貫性を持って進むようになっています。劇

的な場面が特に音楽で強調されています。 

• 音楽的特徴: オーケストラの音色やリズムが物語の感情を強調し、キャラクター

の心情を浮き彫りにします。また、舞台での視覚的要素と音楽が密接に絡み合

っており、視覚と聴覚の統一感が感じられます。 

• 評価: この作品はグルックのオペラ改革の重要な一環であり、特に音楽とドラマ

の融合が高く評価されています。 

 

グルックは、オペラを単なる音楽的な見せ場ではなく、物語と音楽が一体化する表現の

場として再構築しました。従来のバロックオペラでは、技巧的なアリアや装飾が重視され

る傾向がありましたが、グルックはそれを排除し、登場人物の感情や物語の展開を音楽

で直接表現することを目指しました。 

彼の改革は後のオペラ作曲家、特にモーツァルト、ワーグナー、ベルリオーズなどに多

大な影響を与え、オペラの表現力を飛躍的に高める一助となりました。 
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